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ご
挨
拶 

今
年
は
夏
の
暑
さ
が
秋
を
迎
え
て
も
一
向
に
衰
え
ず
、

小
春
日
和
が
長
く
続
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
と
共
に
過
ご
し
た
日
本
で
は
三
年
目
の
今
年
各

地
で
お
祭
り
も
復
活
し
、
人
々
に
伝
統
を
守
り
抜
く
強

い
決
意
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

師
走
も
押
し
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
如
何
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
新
発
見
伝
塾
の

会
報
「
ひ
っ
と
べ
！
」
も
お
陰
様
で
「
第
十
号
」
を
発
行
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
諸
活
動
に
加
え
様
々
な
団
体

の
方
々
と
も
交
流
を
深
め
、
更
に
新
し
い
鹿
児
島
の
観

光
発
展
を
願
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

私
共
の
活
動
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
助
言
、
ご

理
解
あ
っ
て
こ
そ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

い
つ
も
「
初
心
を
忘
れ
ず
」
に
一
歩
ず
つ
歩
い
て
行
く
決

意
で
す
。 

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
来
年
は
更
に
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
い

お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
せ
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
新
発
見
伝
塾 

理
事
長 
今
井
俊
子 
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花尾神社（郡山） 

鹿児島は面白い 

鹿児島は楽しい 

鹿児島は美味しい 

鹿児島は温かい 

   そして 

鹿児島は不思議の国 
 

奇祭・コロナ退散祈願祭 

南風ガーデンではお社を作り、お客様

にユニークな演出で祈願をします。 

南風ガーデンのハーブ園 

塚崎の大楠 

幹のような枝が折れた直後

の大楠は楠の芳香が充満し

て、幽玄の世界でした。 

 
桜島初冠雪 12/11 

来
年
は
跳
ぶ
ぞ
！ 

http://www.kagoshima-/
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紀
行
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
井
俊
子 

～
～
原
口
泉
教
授
と
行
く 

霧
島
神
宮
・
鹿
児
島
神
宮
・
高
屋
山
陵
を
旅
す
る
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
月
十
日（
土
） 

 

日
本
は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
、
ど
の
よ
う
に
国

を
造
っ
て
い
っ
た
の
か
、そ
の
謎
を
解
く
旅
を
度
々
行
っ

て
来
ま
し
た
が
、
今
回
は
原
口
泉
教
授
の
ご
案
内
で
二

つ
の
神
社
と
一
つ
の
山
陵
を
巡
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

原
口
教
授
の
豊
か
な
知
識
は
古
代
ロ
マ
ン
へ
の
誘
い
と

な
り
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
の
世
界
へ
興
味
を
つ
な
ぐ

確
か
な
も
の
で
し
た
。
先
生
の
お
話
と
古
事
記
、
日
本

書
紀
か
ら
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

天
照
大
神
か
ら
勅
書
を
賜
っ
た
ニ
ニ
ギ
ノ
命
は
高
千
穂

峰
に
天
降
り
、「
こ
こ
は
韓
国
に
向
か
ひ
、
笠
沙
の
岬
に

真
来
通
り
て
朝
日
の
直
刺
す
国
、
夕
日
の
火
照
る
国
、い

と
よ
き
地
な
り
」
と
宣
い
、
山
頂
の
辺
り
に
宮
殿
を
建

て
ま
し
た
。こ
れ
が
霧
島
神
宮
の
は
じ
ま
り
で
す
。
最
初

の
宮
殿
は
六
世
紀
頃
に
建
て
ら
れ
。
お
鉢
の
辺
り
「
元

宮
」
と
い
う
場
所
に
あ
た
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
の
噴

火
で
焼
失
し
、
鎌
倉
時
代
に
性
空
上
人
が
再
建
し
た
の

が
高
千
穂
河
原
の
「
古
宮
址
」
で
す
。
し
か
し
こ
れ
も
室

町
時
代
の
噴
火
に
よ
り
焼
失
。
島
津
十
一
代
忠
昌
が
文

明
十
六
年
（
１
４
８
４
）
再
建
す
る
も
、
江
戸
時
代
の
宝

永
二
年
（
１
７
０
５
）に
焼
失
。
正
徳
五
年
（
１
７
１
５
）島

津
二
十
一
代
吉
貴
が
現
在
地
に
建
立
し
ま
し
た
。
溶
岩

の
上
に
建
て
ら
れ
た
霧
島
神
宮
は
、
正
面
か
ら
勅
使
殿
、

拝
殿
、
登
廊
下
、
幣
殿
、
本
殿
と
並
ぶ
形
で
造
ら
れ
、
奥

の
方
に
そ
び
え
る
高
千
穂
峰
と
一
直
線
に
つ
な
が
る
よ

う
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
令
和
四
年
二
月
九
日

「
国
宝
」
に
指
定
さ
れ
た
「
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
」の
内
、
拝

殿
へ
の
特
別
拝
観
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
拝
殿
か
ら
観
る

幣
殿
の
内
部
は
楽
を
奏
で
る
天
女
た
ち
が
彫
刻
さ
れ
、

左
右
二
本
の
龍
柱
は
炎
が
激
し
く
燃
え
、
二
頭
の
龍
が

天
上
に
か
け
上
が
る
炎
を
く
い
止
め
る
よ
う
に
配
置
さ

れ
、
す
べ
て
が
極
彩
色
で
力
強
く
描
か
れ
て
、
往
時
の
色

絵
が
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
彫
刻
、
漆
塗
り
、

朱
塗
り
、
極
彩
色
の
絵
画
な
ど
は
全
国
屈
指
の
も
の
と

さ
れ
、
中
国
や
琉
球
の
影
響
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
龍
柱
か
ら
奥
は
御
簾
が
か
け
ら
れ
、
赤
い
扉
の
先

は
本
殿
で
残
念
な
が
ら
観
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
中
は
極
彩
色
の
目
を
む
い
た
獅
子
、
天
女
、
雲

な
ど
が
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
に
描
か
れ
、
振
り
返
っ

た
壁
に
は
、こ
ち
ら
も
極
彩
色
の
ボ
タ
ン
の
花
々
が
咲

き
乱
れ
る
よ
う
に
彫
刻
さ
れ
、
天
上
の
神
々
し
さ
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

霧
島
神
宮
の
御
祭
神
は
ニ
ニ
ギ
ノ
命
で
、
日
本
書
紀
に 

「
天
饒
石
国
饒
石
天
津
日
高
彦
瓊
瓊
杵
尊
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
も
地
も
共
に
豊
か
で
に
ぎ
や
か
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
で
す
。 

古
事
記
に
よ
る
と
ニ
ニ
ギ
ノ
命
は
妻
を
娶
る
た
め
、
笠 

沙
に
向
か
い
ま
す
。
あ
る

沙
に
向
い
ま
す
。
あ
る
日
の
こ
と
美
し
い
女
性
に
出
会

い
ま
す
。
こ
の
女
性
に
一
目
惚
れ
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
命
は

早
速
求
婚
し
ま
す
。こ
の
女
性
が
「
木
花
咲
夜
姫
」
で
す
。

ニ
ニ
ギ
ノ
命
と
結
婚
し
た
木
花
咲
夜
姫
は
ホ
デ
リ
、
ホ

ス
セ
リ
、ホ
オ
リ
の
三
つ
子
の
男
子
を
産
み
ま
す
。
古
事

記
で
は
ホ
デ
リ
が
海
幸
彦
、
ホ
オ
リ
が
山
幸
彦
の
神
話

で
登
場
し
ま
す
。（
海
幸
彦
を
隼
人
、
山
幸
彦
を
大
和
朝

廷
と
し
て
描
き
、
兄
の
隼
人
が
弟
の
大
和
朝
廷
に
従
属

し
て
い
く
過
程
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
元
は
同

じ
民
族
な
の
だ
よ
、
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
） 

弟
の
山
幸
彦
は
兄
の
釣
り
針
を
捜
し
に
海
の
中
に
行
っ

た
と
こ
ろ
豊
玉
姫
と
い
う
美
し
い
女
性
に
出
会
い
結
婚

し
ま
す
。
あ
る
日
豊
玉
姫
が
懐
妊
し
た
こ
と
を
聞
か
さ

れ
た
山
幸
彦
は
急
い
で
鵜
の
羽
で
葺
い
た
産
屋
を
建
て

よ
う
と
し
ま
す
が
、
間
に
合
わ
ず
豊
玉
姫
は
出
産
し
ま

す
。
山
幸
彦
は
又
の
名
を
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
命
と
い
い
、

生
ま
れ
た
子
は
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
命
と
名
付
け
ら

れ
、
豊
玉
姫
の
妹
の
玉
依
姫
に
育
て
ら
れ
ま
す
。
成
人

し
た
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
命
は
玉
依
姫
と
結
婚
し
て
、

初
代
天
皇
と
な
る
「
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
命
（
神

武
天
皇
）」
を
も
う
け
ま
し
た
。 

ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
命
を
祀
る
の
が
「
鹿
児
島
神
宮
」
で
、

霧
島
神
宮
が
国
宝
に
昇
格
さ
れ
た
の
を
機
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
神
宮
は
大
隅
正

八
幡
宮
と
さ
れ
、
島
津
家
が
崇
敬
し
た
朱
塗
り
の
壮
麗

な
社
殿
が
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
き
ま
す
。 

二
月
の
初
午
祭
で
は
鈴
を
つ
け
た
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
が

足
を
跳
ね
な
が
ら
踊
る
の
で
有
名
で
す
が
、
十
月
の

「
浜
下
り
」
は
大
和
朝
廷
に
滅
ぼ
さ
れ
た
隼
人
を
悼
む 

霧
島
神
宮
社
殿 

 
 
 
 
 
 

霧
島
神
宮
本
殿
外
観 



 

2022年 12月 21 日   ＮＰＯ法人かごしま新発見伝塾会報 http://www.kagoshima-shinhakken.net 

 

神
事
で
あ
り
、
一

見
の
価
値
が
あ
り

ま
す
。
浜
下
り
の

行
列
の
最
前
列
を

白
い
水
干
姿
に
烏

帽
子
を
つ
け
た
神

官
た
ち
が
神
輿
を

運
び
、
そ
の
後
に
旗
持
ち
、
笛
吹
き
、
獅
子
舞
と
続
き
、

隼
人
塚
ま
で
進
ん
で
行
き
ま
す
。
隼
人
塚
は
石
造
り
の

五
重
塔
が
三
基
た
っ
て
い
る
国
指
定
史
跡
で
す
。
高
さ

五
～
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
四
方
に
は
四
天
王
像
を
配
置

し
、こ
こ
で
神
舞
が
披
露
さ
れ
る
の
で
す
。
隼
人
を
供
養

す
る
神
舞
は
京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
の
月
読
神
社
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
田
辺
一
帯
は
大
昔
隼
人
の

住
ん
で
い
た
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
命
の
陵
（
墓
）は
溝
辺
町
の
高
屋
山
陵

で
、
ま
ん
じ
ゅ
う
型
の
こ
ん
も
り
し
た
森
深
く
深
閑
と

し
た
荘
厳
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
江
戸
時
代
の
高
屋
山
陵

は
大
隅
国
肝
属
郡
の
国
見
山

頂
と
考
え
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。 

ニ
ニ
ギ
ノ
命
の
山
陵
は
薩
摩

川
内
市
の
可
愛
山
陵
。
ウ
ガ

ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
命
は
鹿
屋
市

の
吾
平
山
陵
。
こ
の
三
つ
を

神
代
三
山
陵
と
呼
び
、
明
治
七
年
明
治
政
府
が
治
定
し

ま
し
た
。
鹿
児
島
県
に
は
神
代
三
代
に
ま
つ
わ
る
史
跡

が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
一
つ
〳
〵
訪
ね
て

み
る
こ
と
に
よ
り
、
私
達
の
日
本
が
ど
の
よ
う
に
誕
生

し
て
い
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
来
年
も
未
だ
〳
〵
一
緒
の
旅
が
続
き
そ
う

で
す
ね
。 

～
吾
平
山
上
陵
と
黒
毛
和
牛
と
南
風
ガ
ー
デ
ン
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
一
月
十
二
日
（
土
） 

吾
平
山
上
陵
は
う
が
た
れ
た
洞
穴
を
自
然
な
形
で
利

用
し
た
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア

エ
ズ
命
の
陵
で
、
清
ら
か

な
姶
良
川
は
伊
勢
神
宮

の
五
十
鈴
川
に
例
え
ら

れ
、
小
伊
勢
と
呼
ば
れ
ま

す
。
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ

命
に
つ
い
て
は
、
前
段
の

紀
行
文
の
中
で
触
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
割
愛
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

今
年
は
五
年
に
一
度
の
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。
大

隅
半
島
は
黒
毛
和
牛
の
一
大
生
産
地
で
す
。
バ
ス
ツ
ア

ー
「
吾
平
山
陵
と
郷
原
茂
樹
さ
ん
の
南
風
ガ
ー
デ
ン
」

で
の
昼
食
に
黒
毛
和
牛
を
楽
し
ん
で
頂
こ
う
と
、
肝
付

町
の
新
村
畜
産
を
選
び
ま
し
た
。
フ
ィ
レ
ス
テ
ー
キ
に

た
っ
ぷ
り
の
野
菜
を
添
え
て
、
お
ま
け
に
色
々
な
種
類

の
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
な
ど
盛
り
沢
山
の
料
理
に
大
満

足
の
皆
様
で
し
た
。 

南
風
ガ
ー
デ
ン
は
夕
陽
が
開
聞
岳
の
方
向
に
沈
む
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
「
郷
原
茂
樹
の
南
風
図
書

館
」
は
照
葉
樹
林
を
背
景
に
建
て
ら
れ
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ

ェ
イ
の
作
品

を
は
じ
め
郷

原
さ
ん
の
著

作
品
一
○
○

点
余
り
が
展

示
さ
れ
て
い

ま
す
。
庭
に
は
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
の
木
、
竹
下

景
子
さ
ん
の
椅
子
テ
ー
ブ
ル
な
ど
郷
原
さ
ん
の
生
き

方
そ
の
も
の
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
ふ
れ
て
面
白
い
場

所
で
す
。
南
風
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
の
下
に
広
が
る
ガ
ー

デ
ン
で
は
“
コ
ロ
ナ
退
散
の
お
ま
じ
な
い
祭
り
や
育
て

て
い
る
ハ
ー
ブ
の
お
茶
、
絶
品
の
さ
つ
ま
芋
の
モ
ン
ブ

ラ
ン
な
ど
供
さ
れ
、
又
行
き
た
く
な
る
素
敵
な
場
所
で

し
た
。 

～
鶴
の
飛
び
立
ち
と
斉
彬
公
の
出
水
干
拓
地
～ 

十
二
月
十
日
（
土
） 

中
央
駅
朝
五
時
出
発
の
弾
丸
ツ
ア
ー
。
午
前
七
時
に
鶴

が
家
族
で
、
恋
鶴
？
で
え
さ
場
に
「
ク
ル
ッ
ー
」
と
鳴

き
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
一
斉

に
ね
ぐ
ら
を
飛
び
立
つ
の

を
観
る
た
め
に
。
一
番
早
起

き
な
さ
っ
た
方
は
午
前
二

時
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
鶴
は

万
葉
集
に
も
数
多
く
詠
ま

れ
て
お
り
、
日
本
各
地
に 

次
頁
に
続
く 
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２０２3 度の事業カレンダー 

カテゴリー 回 月 日 曜 カテゴリー テーマ 

歴史よもやま話 10:00～11:40  会場 市福祉プラザ 4F小会議室 資料代 200 円 要予約 27 名限定 

 前 1 26 木 歴史よもやま話 税所敦子～～島津登志子さん講座～～ 

前 2 9 木 歴史よもやま話 乃木希典の妻・静子 

前 3 23 木 歴史よもやま話 大山巌 

1 4 27 木 歴史よもやま話 東郷平八郎 後編 

2 5 25 木 歴史よもやま話 島津家と近衛家 

3 6 22 木 歴史よもやま話 島津義久生誕４８０年 

4 7 27 木 歴史よもやま話 薩摩の豪商たち 

5 8 24 木 歴史よもやま話 大隅の古墳群 

6 9 28 木 歴史よもやま話 神代三山陵 

7 10 26 木 歴史よもやま話 豊玉姫と玉依姫 

8 11 30 木 歴史よもやま話 霧島六社権現 

9 12 7 木 歴史よもやま話 大江戸の中のさつまの姫君 

10 1 25 木 歴史よもやま話 ～～島津登志子さん講座～～ 

11 2 15 木 歴史よもやま話 西南戦争で散った若者たち 

12 3 21 木 歴史よもやま話 西郷の妻・愛可那とイト 

街歩き   10:00～12:30  会費 1,000 円(資料代、保険代含む) 2 日前までに要予約 15 名限定 

 前 3 16.18 木・土 第 73 回街歩き 福昌寺墓地巡り・島津家７００年の眠り 

1 4 20 木 第 74 回街歩き 金生町・いづろ・大黒様めぐり 

2 5 18 木 第 75 回街歩き 照国神社と三公銅像 

3 9 21 木 第 76 回街歩き 西郷さんを偲んで城山洞窟・終焉地・銅像を歩く 

4 10 19 木 第 77回街歩き 玉里島津邸と鹿児島工業高校 

5 11 23 木 第 78 回街歩き 梅ヶ渕観音と不動尊 

6 12 2 土 第 79 回街歩き 桐野利秋と西南戦争の若者たち 

7 3 16 木 第 73 回街歩き アリーナから小松帯刀別邸跡まで 

バスツアー 前 3 25 土 古事記シリーズ 可愛山陵と江口橋・北郷墓地 

来年度 只今計画中 乞うご期待！  

12/21(水）現在の予定表です。変更になる場合がありますのでご了承ください。 

前
頁
よ
り 

飛
来
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
鶴
に
と
っ

て
安
全
な
場
所
は
出
水
し
か
な
い
の
で
す
。
鶴

の
越
冬
地
は
干
潟
だ
っ
た
現
在
の
荒
崎
を
干
拓

地
と
す
る
よ
う
島
津
斉
彬
が
命
じ
た
こ
と
に
は

じ
ま
り
ま
す
。
現
在
で
は
鶴
や
野
鳥
の
生
態
系

を
守
る
た
め
に
荒
崎
・
西
・
東
の
三
区
域
の
４
７

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
２
０
２
２
年
１
１
月
に
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
共
は

飛
び
立
ち
を
観
た
あ
と
、
干
拓
の
史
跡
、
島
津
樋

門
・
島
津
橋
な
ど
見
学
し
ま
し
た
。 

 

 

編
集
後
記 

記
念
す
べ
き
十
号
で
す
。
全
く
成
長
し
な

か
っ
た
誌
面
で
す
が
、
出
せ
た
こ
と
が
喜
び

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な
活
動
は

出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
ご
参
加
の
皆
様
が

充
分
な
対
策
で
、
結
構
強
行
突
破
み
た
い

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
協

力
ご
支
援
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

編
集
責
任
者 

今
井
征
男 

早朝の鶴観察

者 

島津樋門・島津

橋 
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